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確かに，私はバイオの基盤研究や開発業務を経て，現
在，株式会社を運営している．そういう意味では，多少
なりとも普通とは違う経験をしているのかもしれない．
一方，本人は「特別なことをやった」という実感はほと
んどない．ベンチャー企業を創業し展開してきたことに
多少の自負はあるものの，私がこのような取組みに向い
ていたわけでも，強い興味があって推し進めたわけでも
ない．淡々と取り組んでいる途中に「起業」という選択
肢があったので選んだ，という感覚だ．
私はどのような場面でも，あらゆるチャンスがたくさ

ん落ちていると感じている．これらのチャンスが落ちて
いることに気が付くかどうか，気が付いただけでなく拾
う行動をとるかどうか，によりその先が決まる．誰もが
常にチャンスの海の中を歩き続けているのだ．

研究とコンサルティング＝新たな業態への挑戦

保有技術と提供サービス　　当社バイオジェットは，
沖縄の地でバイオを軸とした研究開発の総合サポートを
行う企業として2011年4月に創業した．保有する科学
的技術は，分子生物学的解析，物性評価，成分分析など
であるが，一般的な受託会社ではない．これらの技術の
効果的な活用をサポートすべく，案件に応じた新たな技
術や方向性の迅速な提案・実施を中心的サービスとして
提供し，「守備範囲の広さと小回りの良さ」を武器とし
ている．そのため業務内容は，バイオなどの基盤研究，
商品開発，地域振興など基礎から応用，さらには異分野
にわたる領域への提案，新たな事態の創出などを対象と

している．
ここまで読み進んでいただいた大方の読者はお気づき
のことと思うが，当社は国内のいわゆるバイオベン
チャーの様態とはかなり異なっており，ある一つの技術
（もしくは成果物）で貢献するという一枚看板を持って
いない．ほぼすべてのベンチャー企業は特許や技術，物
など，一企業一技術ともいうべき看板を有している．社
名に思いが込められている例も多い．このような中で，
当社が稀有な印象を受けるであろうことは容易に想像が
つく．
当社では，確かに目に見える技術やノウハウなどを最
大限活用するものの，どれも横並びの「ツール」という
位置づけである．利用価値がある先端技術は躊躇せず
しっかりと蓄積することを方針としている．一方，これ
らの技術以上に重要視しているのは「ソフト」とも言う
べき科学的立案，思考，判断，他機関連携などのノウハ
ウで，これらを核として各機関や業界，自治体，すなわ
ち産学官を広くサポートすることが当社の中心業務であ
る（図1）．このような取組みをあえて一言で言うと，「科
学研究や分析評価など先端技術をツールとしたコンサル
ティング業務」となる（図2）．どのような分野でも，解
決できそうながらも残されている課題から，解決できた
ら素晴らしいという難題まで，機会があればぜひ声をか
けていただきたい．
目指すはもうひとつのグローバル化　　グローバル化
が起業の重要な戦略の一つとなって久しい．情報や交通
網が発達した今日では，国境を越えた企業活動を視野に
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＜企業理念＞
「先端科学を通じて豊かな生活に貢献します」
私たちは，人と人のつながりを大切に，開かれた科学の
利用を目指し，日常的な分野や活動に対して先端的な研
究成果を効果的に活用していくことで，人々の幸せと社
会の発展に貢献します．
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入れて取り組むことは特別なことではない．ところで，
グローバル（global）という言葉には「地球全体の」以
外に地理的な要素を含まない「全体的な，包括的な」と
いう意味がある．バイオジェットは，研究開発業界とい
う枠組みを認識しつつ他の業界との境界を越えて全体的
かつ包括的に取り組む「もうひとつのグローバル化」を
戦略の中心としている．研究に軸足を置きつつさまざま
な業界に向けた活動を進めるという点で，以前にブーム
となった「多角化経営」とも異なる取組みである．
バイオジェットを創業して5年目に入った．これまで

に携わらせていただいた業務は多くの分野にわたるも
のの，基盤研究の技術や考え方をしっかりしたベースと
し，業界や企業，機関に一定の貢献ができたと考えてい
る．以下，これまでの当社の代表的な取り組みとして泡
盛に関連した研究開発，および次世代シーケンサの利用
促進例についての一部を紹介したい．
研究対象としての泡盛　　沖縄の一民間企業として，

沖縄の伝統文化に関連したテーマは戦略的にも心情的に
も研究課題に取り上げたい対象である．中でも，沖縄の

伝統的蒸留酒「泡盛」は，県外での認知度の高さと潜在
的付加価値の高さから，当社として優先順位の高い研究
対象となっている 1–5)．
創業時，民間企業でどのように基盤研究と応用研究を
結び付けられるか思案していた．そのような折に，（有）
神村酒造（沖縄県うるま市）6)さんに声をかけていただ
いた．その内容は，「創業130周年用に新しい泡盛造り
を手伝ってほしい」というものだった．とてもありがた
いお話に二つ返事で引き受けたものの，創業1年目の当
社が創業130周年のお手伝いである．圧倒的な歴史の違
いにプレッシャーを感じ，具体的な戦略立案に悩んだ．
ここで，神村酒造さんが「一緒に新商品開発を進めたい」
と認識していただき，会社の垣根を超えて商品開発に至
る経緯や歴史，想いなど何度も打ち合わせさせていただ
いたことに助けられた．弊社にとって，周辺情報や考え
方を十分に伺うことはきわめて重要なのである．その成
果として，新たな泡盛酵母「芳醇酵母」を選抜し，泡盛
古酒香成分であるバニリンとマツタケオール（1-オクテ
ン -3-オール）の双方の含量を引き上げることに成功し，
新商品「芳醇浪漫」を生み出す一端を担うことができた
（図3）．本業務は，目に見える成果物として泡盛が商品
化されたことはもちろん，遺伝子解析や成分分析を駆使

図1．バイオジェットの業務

図2．バイオジェットの取組み

図3．共同開発した泡盛「芳醇浪漫」
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した酵母の選抜，醸造指標の詳細評価や風味の科学的分
析による醸造条件の至適化など，バイオジェットが目指
している「先端科学の実用化」が具現化されたものであ
り神村酒造さんにはとても感謝している．
ちなみに，今年この芳醇酵母の泡盛が熟成3年目を迎

え古酒となった．醸造時に熟成古酒の風味までコント
ロールすることは難しく不安も大きかったが，先日この
古酒を試飲させていただき，きわめてバランスが良く高
く評価できる逸品だと実感できたことは二重の喜びで
あった．本商品についても「芳醇浪漫甕貯蔵三年古酒」
として，2015年10月に販売が開始された．
本領を発揮できた依頼　　私の次世代シーケンサの経
験年数は7年超となった．携わり始めた当初は，ロシュ・
ダイアグノスティックス社のFLXが454と呼ばれ，世
の中でまともに稼働している次世代シーケンサはこの機
種だけという時代であったと言えばわかっていただける
方もおられるかもしれない．これ以降，機器の飛躍的な
スペックアップ，ランコストの低減，解析アルゴリズム
の改善，メーカー再編など，あらゆることが目まぐるし
く変化する状況を体感した．その中でスタートした国内
での空前の次世代シーケンサブームは今日まで継続して
いる．この間微力ながら，多くの大学や研究機関の基
盤研究に参加させていただくとともに，さまざまな企
業との共同研究の中で産業活用の道を模索し続けてい
る 7–9)．これらの経験で強く感じていることは，次世代
シーケンサは，それ以前のシーケンサとは電卓とパソコ
ンほどの違いがあり，用途もパソコン並みに多岐にわた
るということだ．その汎用性の高さから，次世代シーケ
ンサのデータから有用情報を得るためには，立案から解
析まで個々の課題に即した対応が重要である．バイオ
ジェットは，対象となる課題に次世代シーケンサを利用
すべきかどうかわからない初期段階から関わらせていた
だく「総合サポート業務」を得意としている．
これまで，次世代シーケンサを活用したさまざまな業
務の中で，バイオジェットの本領を発揮できた特筆すべ
き課題が「沖縄県警の科学捜査への協力」である．本業
務は解決したい課題はあるものの，次世代シーケンサを
活用できるかどうかはお互い白紙，というところからス
タートした．一般的に，科学捜査というと科警研や科捜
研が知られていることから民間企業の出番はない．しか
しながら，どのような業界もさまざまな事情はあるもの
で，詳細な状況を伺ったところ沖縄という地域性や民間
企業として培ってきた対応力，さまざまな工夫などで貢
献しうると判断できた．「その業界は実際に覗いてみな
いとわからない」ものである．結果として次世代シーケ

ンサおよび他の分子生物学的技術を組み合わせた解析方
法を提案し，実施するに至った（図4）．事件の詳細は伏
せるが，証拠品に含まれるゲノムから得られたデータか
ら他の証拠品との同一性を証明できたことで，犯罪を立
証し，実際に容疑者を起訴するための中心的な証拠とし
て採用された．本件は，沖縄という小さいコミュニティー
の異業種交流から生まれた取組みであり，地域性も加味
した丁寧な連携の重要性を実感できる案件であった．
このように，バイオジェットでは得意とするシーズを
持ちつつ限定していない．次項では，私がこのように考
えるに至った背景として，私自身の経歴を紹介させてい
ただく．

起業までの経歴

基盤となる考え方の習得　　私は大学院卒業後，研究
プロジェクトに加わり基盤研究に勤しんだ．当時，国内
では先端的なマウスでの遺伝子ノックアウトで，複雑な
構造のベクター作りから，ES細胞の取り扱い，マウス
の胚操作，ノックアウトマウスの病理解析など，分子生
物学から発生学や生理学を駆使した技術習得と研究活動
に注力した．具体的な産業応用はまったく見えない（考
えない）ものの，基盤研究にどっぷり浸かり目の前の研
究がとても楽しかった．この過程で得られた研究の基本
的な考え方や知識，技術の重要性，研究の醍醐味，これ
ら全体を推し進める戦略立案などは，現在の業務基盤と
なっている．これが私の「経歴1」である．

図4．試料同一性判定の概略
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民間企業での経験　　その後，食品メーカーに入社し
民間企業の研究開発業務に携わることとなった．ここで
は，基盤研究を担当した期間もあるものの，複数回の異
動に伴い商品開発や原料評価，マーケティング，生産管
理などいわゆる「民間企業的」な業務を経験した．もち
ろん，この変化に戸惑うことも多かった．たとえば，入
社前は分子生物学を中心とした基盤研究の経験しかな
かったことから，体積を測ると言えばもっぱら「ピペッ
トマン」で1 Lレベルを測り取る作業が普通であり，
そのような私が「生産現場では小さい」5 tタンクでの試
製に取り組んだのであるから，この時のギャップは想像
に難くないであろう（図5）．さらに，スケールアップと
いう業務の困難さも思い知らされた．正直，これらは自
分が希望した社内異動や業務ではなかったものの，今の
自分を支える重要な経験の一つとなっている．「やりた
い仕事」と「自分が成長できる仕事」は，時として一致
しないことを痛感した．チャンスはどこにあるかわから
ない．今ではこの時の経験は「 Lから tスケールまで，
基盤研究から商品開発・販促まで」と自らのキャッチコ
ピーとなっている．これが私の「経歴2」である．
地域での腕試し　　メーカー退職後，沖縄の地に渡り，
沖縄県の外郭団体に分類される第3セクター研究機関に
入った．これが起業に直接つながった「経歴3」である．
今にして思えば，経歴1の基盤研究と経歴2の民間企業
での研究開発を経たこのころから，「アカデミアより民
間に近い立場で，民間企業より公的な要素を有する仕事」
というわがままかつ中途半端ともとれる業務内容をぼん
やりと希望し始めていたように思う．
当機関は，このような私の希望にかなり近く，かつそ

れまでの経験を実践することができる立場であったこと
は幸運であった．ここでの業務はそれまでのいずれの立
場とも異なっていた．研究グループの人数は自分一人．
さしあたってのテーマや課題は決まっていない．やりた

いことがあれば，自分で外部資金を獲得し，人件費と研
究費を獲得したうえで研究グループを組織する．取り組
むテーマは，沖縄というキーワードが入っていれば問題
ない，そんな立場であった．自分自身の人件費も外部資
金で調達するという状況を考えると，国内の研究機関の
中でも置かれた立場は厳しい部類に入っていたと思う．
ただ，当時，考え方を変えることには慣れていた．「外
部資金を獲得さえすれば，研究室や機器は使うことがで
き事務処理もやってくれる」とポジティブに考えること
ができたのだ．もちろん，成功したこともあれば失敗し
たこともある．間違いなくプラスであったのは，沖縄と
いうコンパクトなコミュニティーだからこそ，外部の異
業種や異分野の方々と交流し，自身の取組みに積極的に
活用し続けられことである．さらに結果論ではあるが，
当機関が私の離職後間もなく解散し消滅したことは，研
究業務のみならず法人としての管理運営，活動の在り方，
社会的責任について十分すぎるほど考えさせられる経験
であった．
途中経過としての起業　　今あらためて考えてみると
起業のきっかけは，「そもそも技術（あるいは成果物）
という看板を持たずにバイオベンチャーが成立するの
か」という挑戦的な問いであったと思う．起業のきっか
けというと，取り巻く環境など外的要因をイメージする
方が多いのではないだろうか．私にもそのような事象が
あったことは確かであるが，その時は起業以外にもいく
つか選択肢を持っていた．結果としてその中から起業を
選んだのだが，そのきっかけは間違いなく内的要因にあ
る．そもそも「人と同じでも良い，違っていても良い」
という信条なので，研究者としてやや一般的ではないと
思える方向性に取り組むこと自体は心理的な障害とはな
らず，むしろ新たな挑戦は競争相手が少ないため有利か
もしれない，とプラスに考えることができた．最終的に
は，「起業は大きな実験そのもの」と心の底から思えた
ことで，随分と気が楽になった．実際，私がこれまでに
経験した研究や開発での経験の多くは，経理や営業から
会社経営などまったくの異分野領域にそのまま応用でき
ることばかりであった．
今後のバイオジェット　　バイオジェットは5年目に
入り，起業そのものから「法人の維持と発展」という第
2段階に移った．今重視しているのは，社内スキルアッ
プによる業務の深さと広さの充実である．「これ」とい
う看板を持たないからこそ全方位から寄せられる課題に
柔軟にかつ高度に取り組む準備が不可欠である．研究
ツールを使いこなすためには，立案や思考スキル，プレ
ゼン能力，交渉力など奥が深い課題がきわめて重要であ

図5．ピペットマンとタンク
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る．このようにソフト面を重視した業務形態をとってい
るからこそ，社員のスキルは業務の質や幅に直結する重
要な資産なのだ．
その上で，対外的には産学官の効果的な連携に潤滑油

を注ぐ役目を果たしたいと考えている．たいへんありが
たいことに，2015年5月より農林水産省産学連携支援
事業コーディネーター 10)を拝命し，農林水産および食
に関して沖縄での橋渡し役を担うこととなった．
産学連携をするうえで，企業は企業の強みをきちんと

発揮し，研究者は研究者の強みを発揮する．それが，産
学連携の正常な状態を作り出すと考えている．両者を効
果的に結び付け円滑なコミュニケーションと信頼関係を
築き上げる「橋渡し役」の存在が，今後の社会の原動力
になることは間違いない．

未来の起業家へ向けたメッセージ

私は，基盤研究の仕組みやノウハウのスキルを習得し
た研究者が，どんどん起業することを願っている．「論
理的思考」が得意な研究者は間違いなく会社経営の基盤
が備わっており大きなアドバンテージがある．また，研
究者は例外なく数多くの実験の失敗を経験しそこから学
ぶという「しぶとさ」を持っている．これら研究者の資

産である「論理的思考」と「しぶとさ」は企業経営にお
いてもきわめて重要な素質である．これらに加えて研究
者が経営者になるために必要なのは，一般社会の常識的
な理解，経営に関する少しの知識，他人と違っても良い
という柔軟な考え方くらいだと思う．
起業という実験に参加しよう．トライアルの数，すな
わちn数が増えれば必然的に精度が高まり，社会の中で
起業の成功率が徐々に高まるに違いない．
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